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せ
候
べ
く
候
／
た
ち
こ
ん
や
に
と
ら
せ
申
候
／
や
う
に
出
羽

か
た
へ
申
候
べ
く
候
／
か
し
く
」（
適
宜
、
漢
字
や
濁
点
に
改

め
て
あ
り
ま
す
。
／
印
は
改
行
で
す
）
と
あ
り
、
舘
紺
屋
の

隣
に
空
き
屋
敷
が
あ
る
と
聞
い
た
か
ら
、
舘
紺
屋
へ
与
え
る

よ
う
に
し
な
さ
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
五
通
目
（
写
真
②
）

に
は
、「
黒
梅
一
反
／
見

事
に
出
来
申
候
／
今
ま
た

三
十
反
余
り
も
／
染
め
可

申
候
き
様
を
／
範
に
遣
わ

し
候
べ
く
候
／
此
紙
五
束

　
紺
屋
に
／
と
ら
せ
可
申

候
／
か
し
く
／
十
月
二
十

日
」（
前
に
同
じ
）
と
あ
り

ま
す
。
黒
梅
を
染
め
た
物

の
出
来
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
追
加
で
三
十
あ
ま
り
注

文
し
て
い
る
。
お
ま
え
を
監
督
者
と
し
て
派
遣
す
る
。
紙
束

5
つ
は
、
舘
紺
屋
に
あ
げ
な
さ
い
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
家
臣
の
中
の
誰
か
に
宛
て
て
書
か
れ
た
手
紙
で

す
。
宛
名
が
誰
な
の
か
。
な
ぞ
解
き
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
お
楽
し
み
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
と
も

あ
れ
、
紺こ
う

屋や

頭が
し
らに

任
命
さ
れ
た
舘
紺
屋
の
働
き
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
こ
と
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
が
利
長
の
満
足
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
、
慶
長
五
年
か
ら
十
年
ま
で
（
一
六
〇
〇
～

〇
五
）
の
わ
ず
か
な
期
間
の
書
状
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か

り
、
金
沢
の
戦
国
時
代
末
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
書

状
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

関連イベント
「前田家帰国之図」　柳営儀式図絵　江戸時代　弘化3（1846）年  本館蔵より

歴史散歩「城下町金沢の真宗寺院―小将町・扇町・暁町を歩く―」（2013.5.9）

　休館中の今年度は、リニューアルオープンに向けたプレ企画展を県内3か
所で開催します。第一弾は小松市立博物館にて、れきはくが所蔵する加賀
藩関連の優品を、加賀地区の皆さまにご覧いただきます。
　本展覧会は、武具や大名行列図などを中心とした「太平の世と武士」、優
れた美術工芸を紹介する「華ひらく技と美」、大

おお

野
の

弁
べん

吉
きち

の作品を軸に加賀
藩の科学技術を紐解く「からくりと科学技術」、そして「小松の歴史と風
土」の4本の柱で構成されます。このうち「小松の歴史と風土」では、「加
州金

かな

平
ひら

鉱山図」（県文）など、開催地小松に関連した絵画・絵図資料を特別
に公開します。また、会場にリニューアルPRコーナーを設け、この度のリ
ニューアルがどのようなものか、広く知っていただきたいと考えています。
　会期中は、いつでも誰でも参加できるクイズラリーや、土曜日・日曜日の
みの週末ワークショップを開催します。この夏はぜひ小松市立博物館で、
れきはくの優品に触れてみてください。

講演会「金平鉱山と十村石黒家」
講師：見瀬 和雄氏（金沢学院大学教授）
日時：7月27日（土）14：00～15：30
定員：100名（先着順）
会場：小松市立博物館1階 市民ギャラリー「ルフレ」
※聴講無料・事前申込不要（展示室観覧の場合は入館料が必要）

れきはく学芸員によるギャラリートーク
①親子向け 「お殿さま、旅をする！」
　7月28日（日）14：00～15：00　　
②一般向け 「加賀藩の歴史と文化」
　8月11日（日）14：00～15：00　　
※いずれも要入館料（高校生以下無料）・事前申込不要

週末ワークショップ（会期中の土・日曜日のみ）
①へんしんコーナー　甲冑やお姫さま衣装の体験
②からくりコーナー　実演をまじえ江戸時代のからくりについてレクチャー
※からくり実演は1日3回（10：00～／14：00～／15：00～）
※ご入館の方はどなたもご参加いただけます。

石川県立歴史博物館
リニューアルオープン プレ企画展

－優品にみる加賀藩－

大名行列が
やってきた！

平成25年 7月20日（土）〜8月25日（日）月曜日休館
開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
会　　場　小松市立博物館

入館料　一般 500円　高校生以下無料
　　　　※一般料金はこまつミュージアムパスポート利用

in 小松
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は
大
型
展
示
も
開

催
可
能
な
特
別
展

示
室
と
企
画
展
示

室
に
な
り
ま
す
。

特
別
展
示
室
と
企

画
展
示
室
を
合

わ
せ
た
面
積
が
従

来
の
特
別
展
示
室

の
約
一
・
五
倍
に

増
え
る
た
め
、
大

規
模
な
巡
回
展
を
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
企
画
展
示
室
は
所
蔵
資
料
を
中
心
に
毎
回
テ
ー
マ
を
更

新
し
な
が
ら
、
話
題
性
の
あ
る
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
、
特

別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
時
に
も
二
階
で
展
示
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

一
階
は
石
川
の
歴
史
・
民
俗
を
紹
介
す
る
展
示
室
で
す
。

図
面
の
左
側
（
第
1
展
示
室
）
が
石
川
の
は
じ
ま
り
か
ら
幕

末
ま
で
、
右
側
（
第
2
展
示
室
）
が
石
川
県
の
誕
生
か
ら
現

代
ま
で
の
歴
史
と
民
俗
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
従
っ

て
、
展
示
ゾ
ー
ン
の
一
階
だ
け
で
石
川
の
個
性
あ
ふ
れ
る
歴

史
が
体
感
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
展
示
室
が
三
棟
に
分
散
し

て
い
た
問
題
が
解
消
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ

レ
の
設
置
に
よ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
実
現
さ
れ
ま
す
。
ま

　

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
本
紙

第
一
〇
五
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
今
号
と
次
号
で

は
、
鳥
瞰
図
を
示
し
な
が
ら
第
一
棟
・
第
二
棟
の
概
要
と
み

ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
建
物
の
修
繕
、
空
調
機

械
・
内
装
の
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
国
の
重
要
文
化
財

で
あ
る
建
物
の
躯
体
に
は
大
き
な
変
更
を
加
え
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
展
示
内
容
の
刷
新
、
フ
リ
ー
（
無
料
）
ゾ
ー
ン

の
設
置
な
ど
が
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

左
の
図
は
、
こ
れ
ま
で
常
設
展
示
室
（
第
一
～
第
三
）
の

あ
っ
た
第
一
棟
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
鳥
瞰
図
で
す
。
二
階

建物外観

歴
史
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ラ
ン
紹
介
　
❶ 

歴
史
か
ら
生
ま
れ
る
発
見
！

　
　
新
た
な
出
会
い
と
学
び
の
場

❶
石
川
の
歴
史
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
体
感

　
精
巧
な
ジ
オ
ラ
マ
や
迫
力
あ
る
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
も
使

い
、
一
向
一
揆
・
大
名
行
列
・
加
賀
能
登
の
祭
り
と
い
っ
た
、
石

川
の
歴
史
と
文
化
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
展
示
し
ま
す
。

❷
特
別
展
示
室
を
拡
張
し
魅
力
あ
る
展
覧
会
を
開
催

　
特
別
展
示
室
を
約
一
・
五
倍
に
広
げ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規

模
な
展
覧
会
や
所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
多
彩
な
企
画
を
展
開
し
ま

す
。❸

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
の
設
置

　
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
で
は
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
サ
ロ
ン
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
設
け
、
観
光
文
化
情
報
も
発
信
し
、
出
会
い
と
交
流
の

場
と
し
ま
す
。

県
立
美
術
館
側

展示ゾーン 鳥瞰図

2F

1F

特別展示室

第1展示室

N
T
T
側

県
立
美
術
館
側

企画展示室

第2展示室

フリーゾーンへ
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た
、展
示
も
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
内
容
に
刷
新
し
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
展
示
構
成
、
子
ど
も
か
ら
大
人
、
外
国
の

方
ま
で
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
展
示
に
な
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
従
来
、体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ッ
ト
展
示
、映
像
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
っ
た
第
二
棟
は
、
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
従
来
の
受
付
の
出
入
口
に
か
わ

り
、
新
た
に
総
合
案
内
の
あ
る
メ
イ
ン
の
出
入
口
が
設
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
多
の
森
を
訪
れ
た
方
々
が
フ

リ
ー
ゾ
ー
ン
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
県
内
の
歴
史
・
文
化
情

報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
階
に
は
建
物
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
置
か
れ
、
新
し
い
博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
お
よ

び
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
」の
見

ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
模
型
や
県
内
の
歴
史
・
文
化
情
報
を
発

信
し
、街
歩
き
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、奥
に
進
み
ま
す
と
、県
民
の
皆
様
も
使
用
で
き
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
展
示
へ
と
い
ざ
な
う
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
ア
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
歴
史
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
き
、
渡
り
廊
下
を
通
っ
て
展
示
ゾ
ー
ン
へ
と
向
か

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
展
示
ゾ
ー
ン
に
つ
な
が
る
渡
り
廊
下

に
は
、
憩
い
空
間
と
し
て
「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
が
新
設
さ
れ
、

重
要
文
化
財
で
あ
る
建
物
や
し
だ
れ
桜
な
ど
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

二
階
は
歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
と
し
て
開
放
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
昔

の
衣
装
体
験
や
遊
び
体
験
の
他
、
展
覧
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
催
し
物
を
展
開
す
る
予

定
で
す
。

　

な
お
、
第
三
棟
の
県
立
美
術
館
側
の
半
分
は
藩
老
本
多
蔵

品
館
の
展
示
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
が
現
在
の
お
お
ま
か
な
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
プ

ラ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
多
少
変
更
さ
れ
る
部
分
も
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
次
号

で
は
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h
u
h

オリエンテーション
シアター

いしかわウェルカムラウンジ

メイン入口

フリーゾーン 鳥瞰図

2F

1F

ワークショップルーム 情報コーナー
歴史体験コーナー
（多目的ホール）

ギャラリー

展示ゾーンへ

オリエンテーション
シアター

いしかわウェルカムラウンジ

N
T
T
側

県
立
美
術
館
側

メイン入口従来の受付
ほっとサロンほっとサロン

行
事
日
程

行
事
日
程

　
　
　
　
　（
7
～
9
月
）

◎
開
講
時
間

：

午
後
二
時
～
（
約
一
時
間
三
十
分
）

◎
会
　
　
場

：

石
川
県
立
美
術
館
講
義
室

◎
受
講
料
及
び
申
し
込
み

：

い
ず
れ
も
不
要

　
※
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
※
美
術
館
講
義
室
の
開
場
は
午
後
一
時
三
十
分
で
す
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内          

容

7
/

19
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

古
典
文
学
の
意
匠
―
源
氏
物
語
―

（
普
及
課
長
　
前
田
武
輝
）

8
/

16
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

古
墳
に
み
る
加
賀
・
能
登
の
古
代
史

（
学
芸
主
任
　
三
浦
俊
明
）

9
/

20
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

金
沢
の
仏
像

（
学
芸
主
幹
　
本
谷
文
雄
）
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引
っ
越
し
作
業
の
中
、

「
お
宝
」
発
見
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
う
資
料
移
動
も
後
半
戦
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。
台
帳
や
保
存
書
類
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
の

確
認
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
思
わ
ぬ
「
お
宝
」

が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
逸
品
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
未
整
理
の
中
か
ら
出
て
き
た

の
は
、
加
賀
藩
主
二
代
利
長
の
書
状
ば
か
り
七
通
を
貼
り
つ

な
げ
た
巻
物
で
す
。
し
か
も
内
容
が
舘た
ち

紺こ
う

屋や

の
こ
と
ば
か

り
。
舘
紺
屋
と
い
え
ば
、
れ
き
は
く
で
は
利
家
書
状
一
通
と

利
長
書
状
二
通
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
書
状
で
利
長

は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
舘
紺
屋
に
紺
屋
の
頭
か
し
ら
役や
く
を

命
じ
て
い
ま
す
。

今
回
確
認
さ
れ
た
七
通
は
、
そ
の
後
の
舘
紺
屋
に
関
す
る

こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、

仕
事
振
り
の
見
事
さ
な
ど

を
述
べ
、
そ
の
処
遇
を
周

囲
の
者
へ
指
示
し
て
い
る

内
容
の
よ
う
で
す
。

写
真
は
最
初
の
一
枚

（
写
真
①
）。「
た
ち
こ
ん
や

い
ま
可
申
候
／
屋
敷
隣
り

空
き
／
申
候
由
候
　
だ
れ

だ
れ
申
候
／
と
も
に
出
さ

せ
候
べ
く
候
／
た
ち
こ
ん
や
に
と
ら
せ
申
候
／
や
う
に
出
羽

か
た
へ
申
候
べ
く
候
／
か
し
く
」（
適
宜
、
漢
字
や
濁
点
に
改

め
て
あ
り
ま
す
。
／
印
は
改
行
で
す
）
と
あ
り
、
舘
紺
屋
の

隣
に
空
き
屋
敷
が
あ
る
と
聞
い
た
か
ら
、
舘
紺
屋
へ
与
え
る

よ
う
に
し
な
さ
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
五
通
目
（
写
真
②
）

に
は
、「
黒
梅
一
反
／
見

事
に
出
来
申
候
／
今
ま
た

三
十
反
余
り
も
／
染
め
可

申
候
き
様
を
／
範
に
遣
わ

し
候
べ
く
候
／
此
紙
五
束

　
紺
屋
に
／
と
ら
せ
可
申

候
／
か
し
く
／
十
月
二
十

日
」（
前
に
同
じ
）
と
あ
り

ま
す
。
黒
梅
を
染
め
た
物

の
出
来
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
追
加
で
三
十
あ
ま
り
注

文
し
て
い
る
。
お
ま
え
を
監
督
者
と
し
て
派
遣
す
る
。
紙
束

5
つ
は
、
舘
紺
屋
に
あ
げ
な
さ
い
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
家
臣
の
中
の
誰
か
に
宛
て
て
書
か
れ
た
手
紙
で

す
。
宛
名
が
誰
な
の
か
。
な
ぞ
解
き
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
お
楽
し
み
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
と
も

あ
れ
、
紺こ
う
屋や

頭が
し
らに
任
命
さ
れ
た
舘
紺
屋
の
働
き
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
こ
と
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
が
利
長
の
満
足
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
、
慶
長
五
年
か
ら
十
年
ま
で
（
一
六
〇
〇
～

〇
五
）
の
わ
ず
か
な
期
間
の
書
状
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か

り
、
金
沢
の
戦
国
時
代
末
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
書

状
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

本
多
の
森
か
ら

　
い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ
る
休
館
に
入
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
歴
博
は
動
い
て
い
ま
す
！

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

プ
レ
企
画
展
（
移
動
展
）
を
は
じ
め
、
れ
き
は
く
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
、
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
、
場
所
を
館
外
に
移
し
て
活
動

中
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

人
事
異
動
（
四
月
一
日
付
）

転
入

　
総
務
課
　
主
幹
　
　
　
西
村
　
学
（
国
際
交
流
課
よ
り
）

　
資
料
課
　
学
芸
主
任
　
石
田
　
健
（
石
川
県
立
加
賀
高
等
学
校
よ
り
）

転
出

　
総
務
課
　
主
幹
　
　
　
森
　
孝
弘
（
石
川
四
高
記
念
文
化
交
流
館
へ
）

退
職

　
学
芸
課
　
課
長
　
　
　
本
康
宏
史

前田利長書状①

前田利長書状②

資
料
紹
介
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